
平
成
十
五
年
総
務
省
・
文
部
科
学
省
令
第
二
号

放
送
大
学
学
園
法
施
行
規
則

放
送
大
学
学
園
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
六

号
）
第
七
条
、
第
九
条
及
び
第
十
九
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
放
送
大
学
学
園
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

（
事
業
計
画
の
作
成
）

第
一
条
　
放
送
大
学
学
園
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

第
七
条
に
規
定
す
る
事
業
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
に
関
す
る
計
画
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
放
送
大
学

を
設
置
し
、
こ
れ
を
運
営
す
る
こ
と
に
関
す
る
事
項

二
　
法
第
四
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
放
送
大
学

に
お
け
る
教
育
に
必
要
な
放
送
の
実
施
に
関
す
る

事
項

三
　
法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
業
務
に
関

す
る
事
項

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
放
送
大
学
学
園

（
以
下
「
学
園
」
と
い
う
。
）
の
行
う
業
務
に
関
す
る

事
項

（
事
業
計
画
の
認
可
の
申
請
）

第
二
条
　
学
園
は
、
法
第
七
条
前
段
の
規
定
に
よ
り
事
業

計
画
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
申
請
書
に

次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
主
務
大
臣
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
会
計
年
度
末
に
お
け
る
予
定
貸
借
対
照
表
及

び
当
該
会
計
年
度
の
予
定
損
益
計
算
書

二
　
前
会
計
年
度
末
に
お
け
る
予
定
貸
借
対
照
表
、
前

会
計
年
度
の
予
定
損
益
計
算
書
及
び
前
会
計
年
度
に

お
け
る
業
務
の
実
施
状
況
を
記
載
し
た
書
類
（
認
可

の
申
請
の
日
か
ら
当
該
前
会
計
年
度
の
末
日
ま
で
の

間
に
行
お
う
と
す
る
業
務
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
概

要
を
記
載
し
た
書
類
を
含
む
。
）

三
　
学
園
が
他
の
団
体
等
に
対
し
て
出
資
を
行
う
場
合

に
お
け
る
当
該
団
体
等
の
名
称
、
当
該
会
計
年
度
末

及
び
前
会
計
年
度
末
に
お
け
る
出
資
予
定
額
並
び
に

当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
そ
の
増
減
そ
の
他
の
出
資

に
係
る
明
細

四
　
当
該
会
計
年
度
の
収
支
予
算
書

五
　
そ
の
他
当
該
事
業
計
画
の
参
考
と
な
る
書
類

２
　
学
園
は
、
法
第
七
条
後
段
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画

の
変
更
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

変
更
し
よ
う
と
す
る
理
由
及
び
事
項
を
記
載
し
た
申
請

書
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
が
前
項
各
号
の
書
類
の
変

更
を
伴
う
と
き
は
、
当
該
変
更
後
の
書
類
を
添
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
借
入
れ
の
認
可
の
申
請
）

第
三
条
　
学
園
は
、
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
弁
済
期

限
が
一
年
を
超
え
る
資
金
の
借
入
れ
の
認
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申

請
書
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
借
入
れ
を
必
要
と
す
る
理
由

二
　
借
入
金
の
額

三
　
借
入
先

四
　
借
入
金
の
利
率

五
　
償
還
の
方
法
及
び
期
限

六
　
利
息
の
支
払
の
方
法
及
び
期
限

七
　
そ
の
他
必
要
な
事
項

（
重
要
な
財
産
の
範
囲
）

第
四
条
　
法
第
九
条
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
重

要
な
財
産
は
、
土
地
及
び
建
物
並
び
に
主
務
大
臣
が
指

定
す
る
そ
の
他
の
財
産
と
す
る
。

（
重
要
な
財
産
の
譲
渡
等
の
認
可
の
申
請
）

第
五
条
　
学
園
は
、
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
重
要
な
財

産
を
譲
り
受
け
、
譲
渡
し
、
交
換
し
、
又
は
担
保
に
供

す
る
こ
と
（
以
下
「
譲
渡
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て

認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
譲
渡
等
を
証
す
る
書
面
を
添

付
し
て
、
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
譲
渡
等
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

二
　
譲
渡
等
に
係
る
財
産
の
内
容
及
び
評
価
額

三
　
譲
渡
等
に
係
る
財
産
が
不
動
産
の
場
合
に
は
、
そ

の
所
在
地
及
び
地
番

四
　
譲
渡
等
に
係
る
財
産
が
所
有
権
以
外
の
権
利
の
目

的
と
な
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
権
利
の
種
類
及
び

内
容

五
　
譲
渡
等
の
時
期
、
対
価
の
額
、
そ
の
支
払
又
は
受

領
の
時
期
及
び
方
法
そ
の
他
譲
渡
等
の
条
件

六
　
担
保
に
供
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
担
保
さ
れ
る

債
権
の
額
及
び
そ
の
権
利
の
種
類

七
　
譲
渡
等
の
理
由

附
　
則

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
放
送
大
学
学
園
の
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
の

廃
止
）

第
二
条
　
放
送
大
学
学
園
の
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省

令
（
昭
和
五
十
六
年
文
部
省
・
郵
政
省
令
第
一
号
）

は
、
廃
止
す
る
。

（
事
業
計
画
の
認
可
の
申
請
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
学
園
の
最
初
の
会
計
年
度
の
事
業
計
画
の
認
可

の
申
請
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第

三
号
中
「
前
会
計
年
度
」
と
あ
る
の
は
、
「
法
の
施
行

の
際
現
に
存
す
る
放
送
大
学
学
園
の
解
散
の
日
の
前
日

を
含
む
事
業
年
度
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
六
月
二
九
日
総
務
・
文

部
科
学
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
放
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
施
行
の
日

（
平
成
二
十
三
年
六
月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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